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4月22日の課題の解説(補足)
『日本の図書館 統計と名簿』2014(2015)で調べるにあたって
浜松市のように同一市内に複数の図書館がある場合は
市内の図書館全体のデータを書く
中央館(本館)を書くのは、休館日、開館時間のみ
19世紀前半の英国 1
産業革命と労働問題
→ 徒弟法(1802)
工場法(1833, 1844, 1847)
宮丸裕二 19世紀の英文学と少年法
http://www.chuo-u.ac.jp/usr/kairou/programs/2008/2008_03/
新救貧法(1834年)
チャーチスト運動(1837年頃～1858年頃)
労働者の組織的政治活動
19世紀前半の英国2
内藤貴夫
ブルワー＝リットンの『ポール・クリフォード』に見る犯罪者と流刑
大阪大学研究報告 2013.3  p.39-48
三時眞貴子
「19世紀末イングランドにおける救貧児童の教育をめぐって」
『愛知教育大学研究報告. 教育科学編 』60(2011), p.125-133,
公共図書館前史(英国)
会員制図書館
クラブの図書室
コーヒーハウス
職工図書館
○職工や徒弟などが対象
○入会金や年会費を支払う必要があったとしても安価
○中産階級による寄付金で運営
○図書選択は保守的
公立図書館法(1850年法)
目的
・だれもが無条件で利用できる図書館の設立
・大都市の労働者層の道徳の向上と社会秩序の維持
内容骨子
・対象
・採択
・課税
・図書館の利用は無料
公共図書館法の改訂1855年，1866年
1855年の改訂
・税率の上限
・人口制限
・法採択の手続き
・公費
1866年の改正
・人口制限
・法採択の手続き
図書館設置自治体数の変化1847-1886
1847-50年
1851-62年
1863-67年
1868-86年
19世紀後半の英国
自助論 サミュエル・スマイルズ著 1859年
選挙法改正
第2回改正(1867)  都市の労働者に選挙権
第3回改正(1884) 農村労働者に選挙権
教育
初等教育法(1870)
義務教育法制化(1880)
義務教育の無償(1891年)
1890年～1918年の英国の公立図書館
1893年の法改正
・法採択手続きの簡略化
カーネギーの寄付
1879年スコットランド ダムファーリン(1883年に開館)
1913年 カーネギー英国財団設立
図書館建設の申しこみは1917年で打ち切り
英国公立図書館の変化1918～1964年
第一次世界大戦終結(1918)
公立図書館法の改正(1919)
相互貸借システム(1930年代)
ロンドン以外のイングランドとウェールズを8分割しその中で
相互貸借を行う
公共図書館・博物館法1964年(配布プリント)
イングランドとウェールズを対象
内容
1. 中央政府の監督権限
2. 図書館を設置できる自治体とサービス提供の義務
3. 無料サービス
例外は
英国の図書館行政の変化1 「小さな政府」政策のもとで
図書館サービスの低下
例
業務委託プロジェクト
別紙 吉川博史「英国公共図書館の業務委託プロジェクト」
(http://current.ndl.go.jp/ca998)
を読んで、5箇所それぞれの試みとその結論をまとめておいてください。
英国の図書館行政の変化2
中央政府による積極的な図書館行政
英国公共図書館の「全国基準」(2001)
市民ネットワーク
2002年までに英国のすべての公共図書館に情報通信技術(ICT)
センターを設置し、図書館スタッフにICT技能を訓練して、学習者を
支援する
英国の図書館行政の変化3 中央政府関与の弱まり
将来への枠組み(Framework for the Future) 2003
『将来に向けての基本的考え方 今後10年の図書館・学習・情報』
永田治樹ほか訳 日本図書館協会
図書館の新しい使命
○ 図書館の再生
アイデア・ストア(http://www.at-plan.eu/london-book)
(http://www.news-digest.co.uk/news/archive/architecture/3373-idea-store.html)
○ 地域にあわせた運用
